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奈良女子大学附属中等教育学校 研究紀要 第51集(2011年3月)

生活科学リテラシーの育成を目指した授業開発

食をとりまく環境を考える 一飲み物つくりを通して一

永曽義子

1.は じめに

「生活科学」は主 として保健体育科、創作科、理科の教員が担当し、2007年 度 よりスター トした本

校独 自の総合教科である。本校は2005年 度 よりスーパーサイエンスハイスクール(以 下SSH)の 指

定を受け、学校全体のカ リキュラム開発を行なってきた。5学 年(高 校2年 生にあたる)で はそれま

での総合教科 「健康」(1単 位)を 発展 させ、「生活学」や創作科(家 庭)の 内容か ら科学的な部分を

取 り込んだ形で 「生活科学」の構想がすすめられた。

「生活科学」は、より生活に密着 した現象を科学の 目を通 して見つめ理解 し判断することができる

という生活科学 リテラシーの育成を目標 とし、これはSSHの 基本理念である自然科学 リテラシーの

育成にも大きな後押 しとなると考えられ、SSHの 枠組みの中で 「特別枠」 として位置づけられた。

授業展開の中心は担当者の専門性を生かした出店授業であり、実施初年度 より試行錯誤を繰 り返 し

てきた。そ うして今年度は『食をとりまく環境を考える一飲み物つくりを通 して一』にた どり着いた。

2009年 度の公開研究会では、この出店授業の最後の1時 間を公開授業 としたが、ここでは授業全体

の概要を示 し、公開授業の時間へ と繋がる全体像 を報告する。

2.授 業の流れ

(1)官 能検査 ・糖度測定

授業の導入 として、教師側が準備 した既成の飲み物等を使用 して、検査や測定をおこなった。

[実験1]及 び[実 験2]と して記述する。

[実験1]

① 方法 意図的に作った3種 類の飲み物(サ ンプルA・B・C)を 生徒 自身が 自分の舌で味わい、

どのように感 じたのか、どのような違いがあるかを比較す る官能検査を行 う。その後、糖度計を

用いて糖度測定 しその比較をする。この時、必ずABCの 順に試飲することと、特にABの 違い

を自分な りに区別 してか らCを 試飲することをルール とする。最後にA・B・Cの 実態を明かす。

② 生徒の様子 サンプルA・Bを 試飲 した際、「どちらも甘い」「Aの方が甘い」「Bの方が甘い」「A

の方がさっぱりした甘さ」 「Bの方がすっき りした甘 さ」「Aの方がべたべた した甘さ」「Bは綿

菓子の味がす る」などなど、それぞれに感 じたことを出し合って記録 しておいた。そ してサンプ

ルCを 試飲すると、「さわやかでおい しい」 「さっぱりして甘さを感 じない」 「すっき りした酸味

がある」 とい うような感想に変わった。

③ 糖度測定結果 いずれの班も多少の誤差はあるものの、サンプルAとCが 約10%の 糖度を示 し、

サンプルBは その1/3程 度の糖度を示 した。

④ サンプルの実態 サンプルAは10%砂 糖水である。サンプルBは 人工甘味料を使用 して甘 さをA

と同じになるように作ったもの、サンプルCは サンプルAと 同時に10%砂 糖水を作 り、それを2

等分 してCに のみクエン酸を0.2%程 度加 えたものである。

⑤ 生徒の反応 ・感想 サンプルA・Bに っいては 「何かが違 うがそれが何であるかはわか らなかっ
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た」「Aが好みの人やBが 好みの人な ど、個人個人で好みは分かれていた」「Aにはかなりの量の

糖分が含まれ るが、Bは その1/3の 糖分ですむ という違いがわかった」「人工甘味料でも結構おい

しくできているので、これ を利用すると糖分を減 らす ことができる」など、天然甘味料である砂

糖 と人工甘味料 との違いを知ることとなった。けれ ども何よりショックだったのはサンプルCの

実態であった。 「Cは口当たりがさわやかで、AやBの ような甘ったるさは感 じなかったのに、

砂糖はAと 全 く同量含まれていた」「人の味覚 とはこれほどあてにならないものなのか」「クエン

酸が極少量加 えられ ることによって、これほど甘さが抑えられてしま うものなのか」「Cはほと

ん ど甘 さを気にす ることな く飲めた」のであった。

[実験2]

① 方法 市販の飲み物 を3つ のグループに分けて準備する。「スポーツ ドリンク系統」「炭酸飲料系

統」 「スイーツ飲料系統」の3グ ループそれぞれに3種 類の市販飲料 を準備 して、生徒たちも3

つのグループに分かれ、実験1と 同様に、官能検査、糖度測定の順に行い、糖度結果は前のホワ

イ トボー ドにも記録する。最後に、1本 分飲んだときの砂糖の量 も計算す る。

② 授業の実際 「スポーツ ドリンク系統」ではポカ リスエ ット・アクエ リアス ・アクエ リアスZERO

を 「炭酸飲料系統」では三ツ矢サイダー ・コカコーラ ・コカコーラZEROを 「スイーツ飲料系統」

ではカル ピスウォーター ・午後の紅茶(REMONTEA)・ コー ヒー飲料の3種 類 を準備 して比

較 して、官能検査 と糖度測定を行った。各班か ら官能検査及び糖度測定値を出し合い、意見交換

をした。

③ 生徒の反応 「炭酸飲料はさわやかですっきりしたイメージがあったけど、大量の砂糖が含まれ

ていた。実験1の 時のように、酸味料が加わると甘 さが麻痺することがわかった」 「実験1の た

だの砂糖水は甘いだけだったけど、それ以上の砂糖が入っている市販の飲み物がた くさんあった

のはシ ョック」 「ZEROは 同 じように甘いのに本当に糖度計がゼ ロだったので ビック リした」

「ZEROの 甘 さは人工的な甘さだ と感 じた」「酸味料や香料 ・着色料などにごまか されて甘 さを

感 じなくなっていることがわかった」などと生徒たちの反応は複雑であった。また官能検査の感

想 と糖度測定の結果がほぼ一致 したとい う生徒 もいれば、全く予想 と違った生徒 もいるなど、飲

み物の種類の違いとその中身の実態を改めて考え直すこととなった。

④ まとめ それぞれ市販の飲料1本 分に含まれる砂糖の量を計算 した。 「その量ってこれだけです

よ」と、前 もって準備 しておいたそれぞれの市販飲料の空のペ ッ トボ トルに計算 した量の砂糖の

みを入れたものを見せ ると、生徒たちの動揺がピークとなった。こんなに大量の砂糖を知 らず知

らずに飲んでいたとは・… とい う動揺であった。しかし、人工甘味料を使用 して砂糖ZEROの 飲

料も売 り出されている。このペ ッ トボ トルの砂糖はOgな ので中身は空っぽのままである。さて、

今後、あなたはどのような飲み物を選びたいと思いますか?そ れはなぜですか?と い うワークシ

ー トの質問に答えてこの実験は終わった。

⑤ ワークシート(生徒の感想)から 「ペ ットボ トルに入っている砂糖を見ると、もう市販のジュース

は飲めないなあと思った。やっぱりお茶が一番いい。」「これからはあの砂糖の量を思い出しなが

ら飲み物を選ぼ うと思 う。」「やっぱりおい しいものが一番!砂 糖が入っていてもおい しいもの ・

好きなものを選びます。」「いくら砂糖がゼロでも人工甘味料は体にいいのか不安がある。天然甘

味料の砂糖のほ うが体にはよさそ うなので、表示 をよく見て選びたい。」

(2)食 品の原材料比較・甘味料について
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前回の授業で扱った市販飲料の表示を比較 ・確認 した。まず、「ゼ ロカロリー」「ノンカロリー」「カ

ロリーオフ」などの表示ができるのはどのような飲料なのかを解説 し、どの飲料にその表示があった

のかを再確認 した。またそれ らの栄養成分表示のエネルギー量の数値 とを対比させた。

次に、原材料名の一覧表を見ながら、特に甘味料についての解説をした。

天然甘味料には代表的な砂糖以外に果糖やぶどう糖、はちみつや水あめなどがある。市販飲料の原

材料名の表示には、糖類として 「果糖ぶどう糖液糖」 と 「ぶ どう糖果糖液糖」とがあるが、何がどう

違 うのか、どのように使い分けられるのかを説明 した。

人工甘味料にはアスパルテーム ・L・フェニルアラニン化合物、アセスルファムK、 スクラロース等

が使用 されている。 これ らは砂糖の甘 さの約200倍 のものや、多いものでは約600倍 のものがあ り、

さらに組み合わせ ると甘さの相乗効果が得 られ るものもある。つま り、これ らの人工甘味料は極少量

使用するだけでも相 当な甘 さを得ることができるとい うことがわかる。また、これ らの人工甘味料は

工業的に大量に製造されることによって、砂糖 よりもかなりのコス トダウンになる。いやコス トだけ

でなくカロリーダウンにも繋がることがわかる。

(3)新 商品開発の企画会議

各班が飲料メーカーとな り、飲み物の新商品開発スター トである。各班のメンバーが、新商品開発

のためのプロジェク トチームとな り、そのプロジェク トにしたがって試作試飲 を繰 り返 し、できあが

った商品にネー ミングをつけ、パ ッケージを作 り、コマーシャルをして売 り出すとい う計画である。

見た目においしそ うで、思わず手に取 り買いたくなるような飲み物の新商品開発 を目指 して、まず

は企画会議が始まった。どのようなコンセプ トで、どのような人をターゲッ トに して どのような新商

品を売 り出す とよいか、そのためにはどんな中身の飲料をつ くるとよいか、イメージや見た目は?材

料は?色 や香 りは?容 器 は?容 量は?と 様々なことを考えていかなければならない。

各班が考えた新商品がよく似たものに重なった り偏った りすることを懸念 して、1案 ・2案 と各班

で2通 りの案を出させることに し、企画会議の結果を前のホワイ トボー ドに書き出 して一覧表にして

みた。幸いなことに、重なるような企画はなく、どの班も独創性のある企画を出 していた。 しかし、

企画通 りに商品開発が うま く進む とは限らない。試作試飲を繰 り返す うちに、企画 とは違った商品が

生み出される可能性 も十分考えられる。 とりあえずは各班の新商品開発のコンセプ ト・ターゲット・

使用 したい材料等が決定 した。

(4)新 商品の飲み物つくり

企画会議にしたがって、新商品の試作にとりかかった。まず甘味料 として何 を使用するのか、どの

くらいの甘 さにするのかか ら材料の調合が始まる。天然甘味料にこだわって、砂糖や果糖、ぶ どう糖、

はちみつ、オ リゴ糖などで甘 さをつ くる班 と、低カロリーを売 りにして人工甘味料で甘 さを出す班 と

に分かれることとなる。何種類かの甘味料を組み合わせて思い通 りの甘さを追及 しようとする班や、

思い通 りの甘さが作 り出せず何度も何度 も調合 をや り直す班も多 くみられた。甘さひ とつにしてもよ

く味わってみると、いろいろな甘 さの種類があることに気づ くこととなった。 さらに、色や香 りは着

色料や香料を使用して、これもまた思い通 りの商品を目指 し、何度 も調合 をや り直すこととなる。酸

味料 としてクエン酸や レモン果汁を加える班や炭酸水を使用する班など、それぞれの班ごとに徐々に

新商品ができ上がっていった。この試作を繰 り返すことにより、生徒たちはこれまで考えたこともな

かった作る側の苦労や工夫の1コ マが体験できたようであった。
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次に、でき上がった新商品につけるネー ミングを考えラベルを作ることも、商品 として売 り出すた

めの大切な仕事である。思わず手にとってみたくなる商品には、それな りのネー ミングやラベルのデ

ザインが工夫 されているとい うことも改めて感 じなが ら、生徒たちも一生懸命知恵を出し合い商品名

が決まっていった。 ラベルには、商品名のほか原材料名、内容量、賞味期限、保存方法、販売者など

の表示がある。 さらに栄養成分表示 も示 してほしい。班のメンバーで分担 を決め、ラベルのデザイン

を工夫する者 と使用した原料を再度確認 しラベルの表示を作る者 とに別れて商品の仕上げにかかった。

さらに、この取 り組みによって商品にかかるコス トにも注 目してほしい。 自動販売機では通常150

円でペ ッ トボ トル1本 買 うことができるが、この価格は何に対す る価格なのだろうか。 自分たちが作

った商品も、1本150円 で売 り出す ことにする。この150円 の内訳は どうなっているのか。商品にか

かる価格の内訳についても班ごとに考えた内訳 を提示することとした。

商品ができ上がって しまえば材料費は微々たるものであり、む しろそれ を決定するまでの商品開発

費が何倍 もかかっている。つまり1つ の商品を仕上げるまでに無駄にした材料は相当なものであった。

また、買ってもらうための広告宣伝費にデザイン料、その他、光熱費、輸送費、人件費など、様々な

必要経費が商品の価格には含まれている。そして利益も上げたいところである。ペ ットボ トル1本150

円は高いのか安いのか?こ の価格の内訳を考えることによっても、生徒たちはこれまで考えたことの

なかった製造者側の立場の1コ マがまた少 し見えたようであった。

(5)発 表準備 ・試飲による評価

新商品ができ上が り、最後はその商品の説明とコマーシャルである。今回は、公開授業に向けパ ワ

ーポイン トを活用 して説明することとした
。生徒たちは今一度、使用 した材料の化学構造や働きなど

について、詳 しく調べて説明できるよう準備 した。各班5分 程度の短い発表ではあるが、 さすがに生

徒たちは、これまでに体験 してきた総合学習での発表体験が生きている。5年 生の生活科学は、3年

生 ・4年 生での総合学習の集大成 として、生徒発表の場を設けることにより、これまでに培ってきた

生徒のプレゼ ン能力(情報収集能力も含めて)が発揮できる大変意義深い場であると実感 させ られた。

発表するに当た り、各商品にはラベルがついているが、その内容が聞いている者 にはわかりにくい

ので、ラベルに表示 された項 目及び各班が考えた商品価格の内訳を別紙に示 して手元資料 とした。

本来の授業であれば、商品の説明及びコマーシャルのあと、相互に試飲による商品評価を行 うのだ

が、今回のみ試飲 による評価を前 日に済ませておいて、当日の公開授業では、生徒 による商品発表を

重視することとした。

(6)新 商品発表と商品選択(本時)生 活科学い組 オ リジナル ドリンク完成品

、)蜜 ∴ 結 乙一'∴無 ジ
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まず 、各班 のプ レゼ ンテー シ ョンの概要 を示す 。

1班 『三段返 し!!!』

この商 品はスポーツ ドリンク として開発 した。 エネ め.ち・安・・

ル ギー源 とな る糖 質 を3種 類使 用 して、即効 力 と持久 め獅 肌 いo

カ の両方 を可能 とした。まず、ぶ ど う糖 は即 エネル ギ

ー として消費 され る即効力が ある。次 に、果糖 がぶ ど

う糖 に転換 され てエネル ギー となる。最後 に砂糖 がぶ

どう糖 と果糖 に分解 されて徐 々に働 くエネル ギー とな ど7

る。 この3種 類 の糖 質がエネル ギー として働 くまでの め.ち。効、

速度 に差 があ り、 レシーブ ・トス ・アタ ックの よ うに

三段階 で働 いてい くこ とか ら 「三段返 し!!!」の商品名

がっ いた。 また、 さわやか さを与 える酸 味料 として ク 評LI,軌1、 砂糖(シヨ糖)

エ ン酸 を使用 臨 クエ ン酸 もエネル ギーが作 り出 さ 惜II'"1・ ・

れるときのクエン酸回路を円滑にするのに働き、疲労

回復効果がある。 ♪ ＼＼

2班 『VAlTALチ ャージ3000Cプ ラス オレンジ風味』

より健康 を追及する人のための飲料です。1本 飲めばビ

近 日発売?タ ミンCを3000mgと ることができます。ビタミンCは 体

によいイメージがあり風邪予防に効果があります。穏やか
のどの痛みを抑え・スポーツ後の栄養補給も な甘さは

、果糖 ・オ リゴ糖 ・甘味料 ・ぶどう糖を配合 して

仕上げています。果糖は虫歯の原因デキス トランにならな

能 ドリンク い糖、オ リゴ糖は腸内細菌を活発に働かせて便通をよくす

る効果があ ります。ぶ どう糖 と果糖は素早い栄養補給に最

ぜ 一度お試しあれH適 の糖。のどの痛みを抑えスポーツ後の栄養補給にぴった

りの万能 ドリンクです。

3班 『恋するはちみつレモン ～甘ず っぱいきみへ～』

はちみつ レモンを飲むといいことがたくさん!は ちみつ

1欝 霧1辮lll灘 はちみっ 繍
に優 しい癒 しを!ビ タ ミンCた っぷ りで美肌効 果 が… は

ちみつ の保湿 効果 ・抗 菌抗 炎症 作用 で肌 荒れ や ニ キ ビ対 〉

策!は ちみ つ漬 け レモ ンを使 って夢 の低 カ ロ リー を現 実)『 競=L序沖

に!こ んなにいい ことた く さんで、はちみつ × レモ ンー(は ちみつ とレモ ンの相乗効果)あ なたの恋
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》 》?欝 粛幣 糠 灘 鰍 言卿!に甘
これを飲んであなたも… 。 ちなみ に、 この班 が使 用 した はちみつ は奈 良県産の あき

はちみつのように甘く ひ め とい ういち ごか らとれ るはちみつ で
、 レモ ンも奈良蕪1鞠 驚 徽1鑓灘 翻

4班 『スパークリングローズ ～桃色の衝撃をあなたに～』

『セ レブの朝の飲み物』をコンセプ トに、セレブなあ 尋

1灘 欝1縫鑛1磯 愚

驚隙瓢鍔1馨鋤 覇趨蓼
ル は後 を引かない あっ さ りとした甘 さ。 あ ざや かな ピンク色 はふ たを開けた瞬間魅 惑 のバ ラがあなた

を包む。

ただ しアスパル テーム は、 フェニル ケ トン尿症 とい う病気の人 は とってはいけないので注意 して く

だ さい。

5班 『ビタ ミンウ ォーター 甘 いの 』

レモ ンの香 りにほんの りした甘 さで勉 強や スポー ツ後 の気分転換 に ピッタ リ。 カ ロ リーゼ ロで血糖

値や体重 が気 にな る人 もゴクゴクいける!!が キ ャッチ コピー の清涼飲料。 コンセプ トはまず値段 が

安 くて量 が多い。何 と同 じ値段 で3倍 ある1500ml入 り!1本 買 えば3人 分!糖 質ゼ ロ、カ ロ リーゼ

ロで安心 して ゴクゴク飲 める。砂糖 を使 ってないので 虫歯 の心配 もな し。金 欠、だ け どた くさん飲み

たい!と い う小 学生 にもピ ッタ リの飲 み物 です。使 用 した甘味料 はサ ッカ リン。これ は砂糖 の500倍

の甘 さがあ り、そのた め糖質 もカ ロ リー もゼ ロが実現で きた。以前 、動物 実験で弱い発癌性 がある と

考 え られ一度 は使 用禁止 にな ったこ とがあ りマイナスイ メー ジがあるが、動 物実験(雄 ラ ッ トの膀胱

癌)の あ り方 が異常で あった ため、後 に様 々な動 物で実験が行 われ発癌性 は示 されなか ったため、現

在 では人体 に影響 な しとい うこ とで使用 され てい る。

6班 『SaytoC-1000」

さわや かな炭 酸入 りの レモ ンテ ィー。SaytoC-1000ノ ンカ ロ リー。そ の秘密 は、甘 さが砂糖 の

3倍 のエ リス リム。 エ リス リムに使用 され てい る甘味料 はエ リス リ トール とス クラロー スの2つ 。エ

リス リ トール は糖 アル コール の一種 で天然 の糖 質だか ら安全!!血 糖値 を上昇 させ ない、 虫歯 の原 因

にな る糖 を作 らないOkcalの 甘 味料。 ス クラ ロー スは高 甘味度 甘 味料 の一種 で甘 さが砂 糖 の600

倍!!砂 糖 か ら作 られていて安心。だか ら、糖尿病 の方、ダイエ ッ ト中の方 、虫歯 にな りやす い方 な ど

な ど、健康 に気 を使 ってい る方!!君 たちはSayToC-1000を 買 うべ きだ っ。
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それぞれの班からの発表後、一番手にとってみたい と思 う商品を選ぶ。

どの班の商品にも買い手がついたが、第一位の人気商品は、3班 の 『恋す るはちみつれもん』であっ

た。理由を聞くと、「一番健康によさそ う」「自然の素材が使用 されていて安心 して飲める」「少ないと

ころに高級感を感 じる」「レモンの果肉がツブツブで入っていてよかった」「奈良県産で地産地消なと

ころがいい」など多 くの意見があった。その他、毎 日部活をする生徒の中には、1班 の 『三段返 し!!!』

を飲んでみたい。「部活の後の疲労回復効果がありそ う」とい う意見や、5班 の 『ビタミンウォーター』

は 「たっぷ りあるので得」、6班 の 『SaytoC・1000』 は 「炭酸 と紅茶の組み合わせが気 に入って

おい しかった」とい う意見な どもあった。

生徒たちの質疑応答の中には、健康志向からビタ ミンCを 多 く含んでいることを売 りにする班に対

して、 「そのビタ ミンCの 量は適切なのかレモンの何個分に相当するのか。」とい う質問があった。製

造 した班は 「レモン何個分になるかはわからないが、 ビタミンCは 健康によいイメージが3000と い

う数字 と結びっいた。」と答えていた。教師からのコメン トとして、「日本人の食事摂取基準が定めら

れていて、一 日に必要なビタミンCの 摂取基準量は高校生で100mgで ある。なので3000mgと い う

のは多すぎる量である。 しかも一度に大量に摂取 しても長 く体内に蓄積す ることはできない。使い切

れなかったビタ ミンCは 尿か ら排出されてしま う。 ドリンクで一度に大量にとるよりも少量ずつでも

こまめに摂取す る方が望ま しいであろ う。ただし普段の食事で野菜や果物 をほとん どとらないとい う

ビタミンC不 足の人にとっては、このような飲み物で摂取する必要があるかもしれない。」と補足する。

「3班の材料で、いちごのはちみつを使ったとい うことについて、他のはちみつとはどう違 うのか。」

とい う質問に、「はちみつはれんげやあか しやが一般的であるが独特の香 りやクセがあ り、いちごのは

ちみっはあっさりとしてほとんどクセ もなく飲み物の材料には最適だ。」 との応答であった。 「このは

ちみつは、3班 のメンバーが商品開発に熱心で、放課後にも残って何度 も試作を繰 り返 していたとき

に、非常勤講師の先生がこんなはちみつがあるので使 ってみた ら … と教 えてくださったことがき

っかけで使用 した。 どこにでも安 くでは売 られていないので材料費が高くなっているけれ ど、産地の

人 と提携 して商品開発すればもっと安 く作 ることができるかもしれません。」と補足する。

その他、教師からの助言 としてい くつか指摘 した。 「甘味料のアスパルテームについて、フェニル

ケ トン尿症 とい うのは遺伝病で8万 人に1人 の確率で発症するといわれている。生まれた ときに必ず

行われる検査で簡単に判定できるので、その病気がわかったらアスパルテームはとらないように生活

しているので、普通の人はほぼ心配することはない。このアスパルテームは長期間炭酸水に溶かして

お くと甘みが抑制 されて しま うために、この組み合わせは長期保存できない。すぐに甘 さがなくなっ

てしま うとい うことではないけれ ど、市場に出回っている商品にもアスパルテーム入 りの炭酸飲料が

あり、賞味期限が近づくと早めに回収 されているとい うことだ。また、はちみつも健康によいとい う

イメージがあるが、1歳 未満の乳児には与えてはいけない。乳児ボツリヌス性食 中毒 とい う疾患があ

り、その原因の25%は はちみつによるといわれている。はちみつは高温で処理するようなことはされ

ないのでボツ リヌス菌が少 し存在する可能 性がある。大人にとっては微々たる量なので全 く心配はな

いが、1歳 未満の乳児にははちみつは与えないようにとい うことも知っておいてほしい。 さて、今回

の授業では6種 類のオ リジナル ドリンクができあがったが、ちょうど前半3つ の班の商品は主に天然

甘味料を使用 し、後半3つ の班が主に低カロリーの人 口甘味料を使用 していた。 どちらがよいのか、

カロリーはある方がよいのかない方がよいのかは選ぶ人のそのときの状況によって変わってくる。ス

ポーツの後エネルギー補給が必要なのにゼ ロカロリーのものを飲んでも補給にはな らない。ただのど
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が渇いてちょっと甘い味の飲み物が欲 しいだけな らばエネルギーをとる必要がないかもしれない。身

の回 りにあるいろいろな商品にも、同じように見えても中身が全 く異なるものもあり、今 どのよ うな

商品が必要なのかがわかった上で、それを見極 める目を養っていってほしい。」

最後に、生活科学を共に担当している他の教師か らも、この授業についてのコメン トを頂いた。普

段の授業では、同時に出店授業を行っているため不可能であるが、公開授業とい う特典を生かして化

学的側面(越 野先生)か らと保健体育的側面(中 川先生)か らみてのコメン トである。化学的側面か

らは、「いろいろと化学の中にも応用できそ うな題材で興味深かった。食品成分には4つ の成分があ り、

水 ・エネルギー源 ・体を作る成分 ・代謝機能である。今回はこのうち体を作る成分が使われていない

ということも知っておいてほしい。甘味料の中でサッカ リンが使用 され説明もされていたが、サッカ

リンの安全性については、コー ヒーにサッカ リンを入れて飲んだとして10000杯 飲む とちょっと体に

影響があるかもしれないとい う程度である。それ よりもコー ヒー 自体に含まれるカフェインの方が致

死量 といって影響があり、コーヒー30～90杯 で体に影響があるといわれている。天然のものがよくて

人工的なものはよくないのか とい うと天然か人工かが問題ではない。一度にどれくらい とったか量が

問題である。」保健体育的側面からは、「スポーツ生理学 とい う分野で研究していたので1班 の 『三段

返 し』がとても興味深かった。ぶ どう糖は確かにすぐにエネルギー源になるけれども、スポーツをす

る前にエネルギー補給 しようとして大量にぶどう糖をとると、せっかくのパフォーマンスを発揮でき

なくなる。それは大量のぶ どう糖摂取によりインシュリンとい う酵素が働いて、かえって低血糖を起

こしてしま うからである。集中力が切れてしびれが起こったり最悪はめまいが起こった りすることも

ある。スポーツ前にとるのがよい とされているのは果糖である。果糖は血糖値 をゆるやかに上げるの

で急激な血糖値の変化がな くエネルギー補給に効果的であるとい うことも知ってお くといい。」それぞ

れ専門的な立場の先生か らの意見を聞くことができて、理解もより深まったのではないか と思われ る。

最後に、生徒たちはプ リン トにこの授業についての意見や感想を記入 して授業は終了 となった。生徒

たちの意見や感想 をあげてお く。

◎1っ の商品ができあがるまでにはいろいろな段階があることがわかった。1つ の飲み物をつ くるに

は何回も試作を繰 り返 した り、宣伝 した りして大変で した。研究開発には膨大な努力がいることが

わかった。宣伝一つで売 り上げが変わ りそ うだ。

◎甘味料 にもいろいろあって、エネルギーや温度による甘 さの違いやそれぞれの利点によって使い分

けられていることを知った。同じ量の甘味料でも酸味料が加わると味が変化する。材料の配合が少

しでも違 うと味がかな り変わった。

◎材料費 自体は安いけれど、それまでの開発費や人件費を考えると思ったより利益は出ないものなん

だと初めて知って驚いた。

◎1っ の飲料を作るだけでも試行錯誤が必要なんだと知った。実際、今売っている飲料を作 り、ヒッ

トを飛ば している人はすごいと思った。また、人にアピールする目を引 く記憶に残るCM・ 広告 ・

キャッチコピーを作っている人は本当にす ごいと思った。

◎"お いしい"は 簡単 じゃなかった。 どれだけ売れるのかを考えるよ りも、まず自分たちがや りたい

ことをやれば成功する。

◎市販 されている飲料にはとってもいろいろなものが入っていて、糖分を意識するとどれも甘すぎる

し多すぎることに気づいた。この実験を行ってから商品を買 う前に含まれ る原材料を見るようにな

った。
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3.研 究協議の概要

(1)教 科 「生活科学」の概要説明(大 内先生より)

パワーポイン ト使用

2005年 度の構想か ら教育課程委員会 と会議 を重ねてきた経緯について

2007年 度 よりスター ト 構成メンバー カ リキュラム概要 授業形態 年間計画など

(2)授 業者 より

今回の授業は出店授業の1つ で 「い組」の授業だった。い組は10,月30日 スター トでまだ1ヶ,月

経っていない段階での授業だった。 しかも研究会直前にインフルエンザのため学年閉鎖 となり、慌 し

い中での授業で何 とかできあがったのは生徒の力が大きかった。今回は研究会を意識 してか、どちら

かとい うと優等生っぽい飲み物ができたように思 う。健康志向的なよく似た ドリンクに収まっていた

ように思 う。他の組では、いたず らっぽいものや ちょっと受けね らいのユニークな商品などもでき上

がっていてさまざまで面白いものもあった。発表 も、パワーポイン トではなく寸劇 タイプのものや独

自に考えたコマーシャルソングを作って歌を歌 う班な どもあった。 この授業では、飲み物つ くりを体

験することによって身の回 りにある商品をどのようにして見極めるべきかを考えさせようと思って行

った。生徒たちの科学的知識 との兼ね合いでどこまで科学的なものが持ち込めるのかが難 しかった。

が、生徒たちは意欲的に取 り組んでその成果が現れていてよかったと思 う。後 ろに置いてある生徒たち

がつ くったオ リジナル ドリンクも是非試飲 してみてくだ さい。

(3)質 疑応答

Q.製 作者側の視点に立っての商品の提示の仕方などは指導をしていたのか。

A.時 間不足 もあ り、生徒たちに十分伝わっていないかもしれないが、材料費などを考えるところか

ら、広告料や光熱費な どを考えさせて、全体を仕上げるまでに掴めていけたか と思 う。

Q.材 料費などの計算意図は?例 えば、安 くしなければいけないとかいったのか?

A.そ うい うことは言っていない。

1本150円 で売 り出すことは共通 として、使用 した材料か ら1本 分の材料費を計算 し、残 りの費

用は何に使われたのかを考えさせた。

班によっては、材料費が安価であったため1本1500mlの 商品に した班や、材料費がかさむので

同じ価格でも350mlに した班などがあり、これ らは生徒たちが考えた。

Q.時 間の制約がある中で、最後までプレゼ ンまでよくお さめられたと思 う。

環境学的な視点(ユ ーザー視点)は どうか?

実際に売 られている場所など、フィール ドワークな どを取 り入れてみるのもよいのではないか。

細かい科学的なものもよいが、大きな視点でやるのもよいのでは。生徒 も専門的すぎて面 白くな

い とい う声があるのではないか。

A.い ろいろや りたかったのだが、商品を作ってマーケティングもフィール ドワークもと行 うには、

時間的な制約 もあり、不十分になったかもしれない。時間があれば、飲料メーカーへのフィール ド

ワークも取 り入れるとおもしろいなとは思っていたが。

Q.生 徒のプレゼンは楽 しそ うだった。

A.あ りがとうございます。

Q.感 想ですが、子 どもたちは結構、健康を意識 した ドリンクをたくさん作っていて、「健康」を意識

したものになっていたあたりが面 白かったと思 う。現代の社会を反映 していると思 う。

市販の ドリンクを飲む とい うことはこうい うことだ とい うことを考えながら行 うと、一層面 白い
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ものになったかもしれない。

A.特 に健康に関する ドリンクをと指定させた(意 識 させた)と い うことはないが、生徒たちが話 し合

いをする中で、このような ドリンクができあがった。

Q.う ちの学校の生徒たちよりしっか りしてるなあと感 じた。

市販の ドリンクに対する批判的な視点 もいるのかなあ。 自作するとい うことか ら、普段飲んでい

るものを考えていくとい うのも面 白いのではないか。スポーツ ドリンクなども糖質が多いよ うに

感 じられる。価格面や安心に関しても考えていけるような展開も面 白いように思 う。

A.市 販の ドリンクを使用 した官能検査や糖度測定な ども授業中に行った。含まれる砂糖の量の多さ

に、生徒たちは驚きをもって受けとめていた。市販のものを使った実験などの授業をしてから新

商品つ くりを したので、その授業の影響で砂糖控えめなどの ドリンクが多くみ られたのかもしれ

ない。

Q.化 学 と体育の教師か らのコメン トなどもあ り(良 い意味で)贅 沢だなあと感 じた。今回の授業以

外でも連携などはあるのか?

A.週 一回の会議はしているが、2007年 度は、教材などを持ち寄って学習内容 を吟味することが

できたが、最近は行われていない。

Q.生 物専門だが、今回は生物がないのでこの授業をみた。

現在本校では水をテーマに授業を展開しているが、本校の家庭科の教師にア ドバイスできる材料

がないかと思ってきた。大変面 白かった。

(4)高 村仁知先生より指導助言

高校の授業をみたのは初めてだった。AGの 授業などをしているが、そのときのことも含め、

生徒は生活 していくときにサイエンスのことがわかっていないことが多い。 こうい う授業をやる

と、生活をす るときに科学的な視点が必要だとい うことがわかったのではないかと思 う。教える

教師についても、科学的な視点をもっと十分意識 して指導 してほしい。砂糖 とサッカ リンなど、

一元的に人工的か天然のものかでものを考 えるとい うのは間違っているのだとい うことを、せっ

か くなのでこの授業がな くなっても、ぜひ行っていってほしい。

飲料メーカーの飲み物の原材料は、私が聞いた ところによると1円 ほど。メーカー側は企業秘

密で教えてくれないだろうが。我々が何を食べて生きているのか原材料などをみて、意識 して生

活 していくとい うことが大切である。そこのところをこれからももっと上手く指導 していってほ

しい。

(5)参 加者の感想

◎生活科学の飲み物つくりを通 しては生徒の身近にあるモノを題材 とし、原材料の成分を考えさせ、

理科的な知的好奇心を刺激するたいへん素晴らしい授業で した。他教科 との関連 を考えると、社会

でマーケティングについて考えた り、美術でラベルや容器のデザイン、広告宣伝etc、 デザイン学

習に生かせ ると思います。

◎生活科学の授業を拝見させて頂きました。本校でも生活科学が学校設定科 目になっていますが、保

健体育 と家庭科のみの合同なので、化学 との3科 協同とい うことで興味深かったです。最後に、化

学、体育の先生から異なる視点のコメン トがありま したが、あれを事前ない しは、生徒の発言(授

業)中 にからめてゆけた ら尚、素晴 らしいと感 じま した。大変参考にな りま した。ありがとうござ

いました。
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5.お わりに(成果と課題)

今年度の生活科学の授業では、身近な食品を多角的に見つめることにより、我々の食をとりまく

環境を科学の 目で分析 し、食 と健康 との関連 にっいて考え、将来の健全な食生活に生か していける

実践力を育成す ることを目標 とした。身近な食品として飲み物に焦点を絞 り、まずは市場に出回る

飲み物の実態について分析 し、その後、自分たちで飲み物の新商品開発 とマーケティングへ と展開

した。生徒たちは、これまで何気なく選んでいた飲み物への見方が変わ り、砂糖の量が気になるよ

うになったとか表示を気にするよ うになったといった感想もある一方、やは り自分の好きなものや

おい しいと感 じるものを選びたいといった感想 もあった。飲み物つ くりを終えてか らは、原材料費

の安 さを考えると買 う気が しなくなったとい う意見がある一方、おいしい飲み物 をつ くり出してヒ

ットを飛ば している飲料メーカーはす ごいとい う意見もあるなど様々であった。消費者の立場 と製

造者の立場 とは、全く逆の立場であるが、生徒たちはこれまでに体験 したことのない製造者側の立

場にも立つ ことによって、単に原材料だけでないいろいろな角度から食品をとらえるとい う視点を

持つことができたようである。今後、このような視点を実生活にどれだけ生か していけるのかが問

われるところであるが、消費者 として商品を手にした とき、この体験が何 らかの影響を与えること

を期待 したい。そ して、指導助言いただいたように、 日常生活の中でサイエンスの観点が生かされ

ることを期待 したい。

反省点 として、この授業を展開するに当た り、生徒たちの科学の知識がどこまであるのかが把握

できていなかった。甘味料 として使用す る糖質には単糖類や二糖類、多糖類などの種類があり、そ

れぞれ性質や構造、使用 目的も異なることや、糖質か らエネルギー産出への過程な どといった内容

は、5年 生の化学選択者でもまだ学習 していないとい うことを、授業をや り始めてか ら知ったので

ある。 コンセプ トに合った新商品を開発す るために、 どの甘味料をどんな目的で使用するとよいか

を考えさせ るのにその説明が必要であった。 しか し生徒たちは、まだ学習していない内容であるに

もかかわらず、自分たちで性質や構造を調べた り、人工甘味料の歴史を振 り返 り是非についても考

えたりと、科学への知識欲が大変旺盛であ り、調べたことを説明できるまでになれたことは、生徒

たちにも自信 となったように思 う。

また今回の授業では、公開研究会の特別企画として、普段は同時に授業を行 う生活科学の授業担

当者から、化学的側面と保健体育的側面からコメン トをいただくことができた。普段の出店授業で

は、担当者それぞれが自分の専門性を生かした授業を展開しているが、同じテーマの授業を別の角

度から見っめる視点を示 していただき、生徒たちも授業全体が有機的に機能 していると実感できた

のではないだろ うか。参加者からの意見の中にあったように、社会科 と連携 してマーケティングに

ついて考えさせた り、美術 と関連 させて、容器やラベルのデザインや コマーシャル作 りなど宣伝広

告を考えさせ るなど、他教科 との連携 も可能1生があると考えられる。今後 もより有機的に総合的に

機能するような授業内容を工夫 していければと考える。
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資料1

2009年 度 公開研究会 公開授業

生活 科学 学 習指 導案

日時2009年11,月21日(土)

第1限(9:30～10:20)

学級 第5学 年い組

男子15名 女子15名 計30名

場所 被服教室
な が そ の り こ

指導者 創作科(家 庭)永 曽義子

1.題 材 食 をとりまく環境を考える 一飲み物つ くりを通 して一

2.題 材設定理由

生活科学 とは、 日常生活における諸現象を科学的な視点で とらえ判断する力を育成することを

目標 として、4人 の担当者が専門性を生かした出店授業を中心に展開 している本校独 自の総合学

習である。 この授業は、その うちの1コ マである。

近年、社会の変化 とともに生活スタイルも猛スピー ドで変化を遂げ、 どのような生活を構築す

るかが個人判断に委ねられる現代において、5年 生 とい う時期に生活を科学的に見っめる視点を

持っ機会は大変意義あることである。

生活科学がスター トした3年 前は、メタボ リックシン ドロームとい うことばが流行語になるな

ど、食生活 と健康 との関連性 に関心が高ま り、「食 と健康」をテーマに授業展開した。現在におい

ても食 と健康に関す る情報や健康食品とうたわれた商品が氾濫 し見極 めが難 しい状況である。そ

の後、食の安全性を揺 るがす事件が頻発 し、食 をとりまく環境はいっそ う複雑 になってきている。

また市場では常に若者 をターゲッ トにした新商品が次々 と登場 し、消費者は見た目やイメージに

左右 されやすい。 このような中で、正 しい知識を持 ち、将来にわたって健康な食生活を営み、自

己の能力が最大限に発揮されるよう食 についての認識 を持つことは非常に重要になってきている。

そこで、今年度の取 り組みは、身近な食品を多角的に見つめることによって、これまで気づかな

かった側面にも着 目し、今後の商品選択の 目に科学の光を当ててほ しいと考えた。

生徒たちは、食品選択に際 し食品表示に留意す るよう学習 してはいるが、欲求に任せてほしい

ものを好 きなだけ選ぶことも中高生にはありがちなことである。授業では、生徒たちの身近な食

品として飲み物に焦点を絞 り、味覚による官能検査 と原材料 との比較や糖度測定を通 して、身の

回 りに流通 している飲み物の現実を知ることを導入 とした。次に、思わず手にとってみたくなる

のはどんな商品かを考えなが ら新商品を開発 し売 り出 してみる。 この体験を通 して、食 品に使わ

れ る材料の科学的側面を知 り、よく似た食品でも全 く異なる特徴を持ち目的に応 じた選択が必要

であることや、商品がどのよ うにして生まれ売 り出されているのか、商品の価格は何につけられ

たものなのか等を考 えてみてほしい。そ して、市場 に出回る商品の本質を見る目を養い、今後の

生活に役立ててほしい と考える。

3.題 材の目標

① 食品の原材料を科学的な視点か ら見つめることにより、その食品の本質について考える。
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② 市場 に出回る食 品はどのよ うにして作 られ流通す るのかを飲み物つくりを通 して体験す る

ことによ り、身近な食品を多角的に見つめる態度を養 う。

③ 身の回 りに氾濫す る食品に対 して、今後どのような観点で真価を見極め選択 していくのか考

える。

4.生 徒の実態

生活科学は学年を4分 割 して、い ・ろ ・は ・に組の4講 座編成 とし、各講座約30名 ずつで構成

している。各クラス約10名 ずつ、名列順に編成 したメンバーである。本時はその 「い組」である。

班編成 も、い組を名列順に機械的に決めたメンバーである。授業テーマに沿って、同 じ目的意識

を持ったメンバーで班編成を考えてもよいかもしれない。尚、本時のみ物理 と重なっている生徒

が数名抜けている。

社会的な健康志向の高ま りから、生徒たちも身近な食品には関心をもち、それぞれの考えで食

品選択 をしているが、その食品の本質にまで迫ることはない。 この授業を受けるまでは、甘味料

の実態を知ることもなく、飲み物についてもそれほど深 く考えて選ぶ ことはなかったようである。

5.指 導計画(全9時 間)

(1)官 能検査 ・糖度測定 ・・…2時 間

(2)食 品の原材料比較 ・甘味料について ・・…1時 間

(3)新 商品開発の企画会議 ・・…1時 間

(4)新 商品の飲み物つ くり ・・…2時 間

(5)発 表準備 ・試飲 による評価 ・・…2時 間

(6)新 商品発表と商品の選択 ・・…1時 間(本 時)

6.本 時の題材 「新商品発表と商品の選択」

前時までに、各班で飲み物の新商品開発 に取 り組み、新商品ができ上がっている。本時は、そ

れ らの商品を各班ごとに説明をしてアピール し、お互いに評価 しあ う時間である。

7.本 時の目標

① 新商品発表に際し、その商品のコンセプ トと使用 した原材料の特徴 との関連をわかりやす く

説明できる。

② プ レゼンテーシ ョンについては、班員で協力 し簡潔 にま とめることができる。

③ 各班の発表を見て、適切な商品選択をして、その選択理由が目的に合致 している。

④ 新商品開発の企業側の立場と、消費者の立場とを理解 し、今後の商品選択 について考える。

8.本 時の展開

学習活動 指導上の留意点 教材

導 各班で、新商品発表のための準備 発表準備及び順番等の確認 をす 各班のオ リジナル ドリ

入 をする。 る。 ンク

プ レゼンのための機器
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9.評 価

① 商品開発にはコンセプ トがあり、その目的に応 じた材料があることを理解できたか。

② 食品の原材料(こ こでは飲み物に使用されている甘味料)に ついて、その種類や特徴が理解

できたか。

③ 消費者の立場 として、商品には目的に応 じた選択の仕方があることを理解できたか。

参考文献

「N・SATOの 生活科学実験講座 ①食 と健康」 佐藤典子著 教育図書

「N・SATOの 生活科学実験講座 ②食生活と食文化」 同上

「食べ物 と健康1食 品の科学 と技術」 菅野道廣 上野川修一 山田和彦編集 南江堂

「食べ物 と健康皿 食品の安全性」 同上
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公開授業 「生活科学」資料(授 業用プリント)1,輩

生緋,飲 み物の新商品を作 。てみよう,」Il④,ベ ル作,._.商 品の,べ,レにはどんな脚 書蜘 い、か?・ 。

実際の表示を見て調べてみよう!

、('〕'5年(嘲 氏名()商 品に「原酬 名嘘 示」をするときの決まり

,{縫 鞍懸 灘 鷲 讐謡ll尉 驚 雛　 　
1∫ どうすればよいのかを考えましょう。 翻原材料;

….瀞 また,ふ だん何気なく飲んでいる飲み物の 「味」や 「さわやかさ」の秘'

密も,実 習をとおして学んでみましょう。

① 新商品の企画会議(ど のようなコンセプ トで飲み物をつ くるのか?そ のためにはどんな材料 を使 う 幽内容量:翻 賞味期娘:

のか?ど んな容器を使 うのか?容 量は?な ど)

動保存方法=㊥ 販売者=

⑤ 商品を売 るた めには他 に どの ようなことが必要か?

② 原材料の種類 ・分量を決める。

原材料例 水ml

I甘 味糊 砂糖'は ちみつ 國果糖 エ リ刈 トー・レ れ ゴ糖など)

(アスパルテーム・L・フェニルアラニン化合物 ・アセスル ファムK・ サッカ リンな ど)
㎝
ト・ 酸味料(ク エン酸)9

1香 料 ・'⑥ 商品あ価格 とそ の内訳を考え よう。艶 料i

その他(V.C・ レモン果汁 ・アミノ酸 ・)

③ 材料 を混ぜ含わせ る。(例)

順序1,水 に目『味料を溶かす ・… 味を確かめる

1:欝 諜 る::::鷺 欝1な 。たか ⑦ 二齢 てみ踊 品は・ ・… 一 班のr,』1
4,着 色料を加える..._見 た目はどうなったか それはなぜですか?

◎ 混ぜ合わせる過程での考察ポイントI
I

ユ.水 に砂糖を溶かすの と液糖を混ぜ るのとではどんな違 いがあるか?…

2.水 に甘味料 を混ぜ味を確かめると?

◎ 飲み物商品 をっ くってみて考 えた こと ・感 想

3.そ こに酸味料を加 え味を確かめると?

4,香 料や着色料を加 えてみて感 じたことは?

5.そ の他気づいたこと 嫡 繍 謁1咽 虞

違
へ い

b而 機
肺 た飲み騰 計で測定する…'1%1難



生活科学い組 オリジナル ドリンク資料

1班2班3班

鳶 三段返し1!!VAITALチ ャージ1恋 するはちみつレモン スパークll呈グ。一ズ ビタミ考 オーターS・yt・6毯 一1…

名'3000Cプ ラス ～甘ずっぱいきみへ～'i

オレンジ風昧 ～桃色の衝撃をあなたに～ 甘いの …

ラ ㊤品名 清鰍 琳 。品名 清涼飲料水 。品名 清涼鋼 水 綿 名 灘 酬 水 綿 劉 青涼騨 水 ●品名 炭酸酬 水 旨

べO原 材料名 高果糖液糖砂糖、 ●原材料名 高粟糖液糖オリゴ ●原材料名 はちみつ(奈良県 ●原材料名 炭酸水・バラ水・甘 ●原材料名 ビタミンC・甘味料 ●原材料名 炭酸水・甘味料(工 …

ル ぶどう糖、酬 着鰍 酸 糖、甘味料 α1」スリトール)、 産あきひめはちみつr。。%)、!味 糊 エリスリトー1レ・アスパ(サ ・カリンN・)蔭 色料・レモ1」 スリトール ・スクラロース)、 …

鍵謬 繍 野 ぶどう糖香㌦1譲 謂県一%)1搬 最 鳶購:論 珈m1躍 鼎1
●賞味期限 ボトル上部に記載 ●内容豊500m1● 賞味期限 ボトル上部に記載 はちみつ・酸味料(ク エン酸)・O賞 味期限 ボトル上部に記載 ●賞味期限 ボ トル上部に記載

●保存方法 直射日光をさけて ●賞味期限 ボトル上部に記載 ●保存方法 直射日光をさけて 香料・番色料 ◎ 保存方法25℃ 以下の日陰 ●保存応法 直射日光をさけて

保存してください。 ●保存方法 直射日光をさけて 保存してください。 ●内容量500mlで 保管してください、 保存してください、

●販売者(萄)い くた 保存してください。0販 売蓄 ●賞味期限 ボ トル上部に記載 ●販売者 とりいさん ●販売者 ㈱ よしけん。

● 販売者NAG-ASQ株 式会社 ●保存方法25℃ 以下の日陰で1

㈱DAIS。NCOMP酬,保 管してください。

良li● 販売者CanOan(株)
__}

1轍 鷲1階 たり)室 鞭 お諭1当たり)難 妻示(]:躍
1当たり)・i_示(1。 。m1当たり)栄 養成_。Qm1当 たり)_示(r。 。m劇)

たんぱく質 ・・ たんぱく質 。・ たんぱく質 ・・}エ ネルギー88kca1エ ネルギー ・k・alエ ネルギー1k・ ・1…

1旨質0・ 脂質0・ 脂質 ・・}た んぱく質 。9
1たんぱく質0・ たんぱく質 α1・

炭水化物8.4g炭 水化物8g炭 水化物4g脂 質Og脂 質Og脂 質Og

'ナトリウム0
.01mgナ トリウムOmgナ トリウム04mg炭 水化物249炭 水化物09炭 水化物269

カルシウムO・01mgビ タミンC600mgビ タミンC25mglナ トリウムQ2mgナ トリウム5mgナ トリウム1m9

ビタミンC66mg

「 材料費2円 材料費6円 材料費13円

本 試作料40円 商品開発費24円 商品開発費50円 材料費3円 材料費 「.「円 材料費7円

1ラ ベル料'容 器料20円 人件費25円 入件費 ・利益87円 研究費90円 広告料5円 研究費30円

,1騨 欝i鞍:圃 灘9円 欝 　 )1

禽}利 益85円1　
訳iI …

　

i,
iI


